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■ 
鉄
道
博
物
館
雛
形

　
本
雛
形
は
、
交
通
博
物
館
（
現
、
鉄
道
博
物
館
）
の
所
蔵
で
、
現
在
、
船
の
科
学
館
に

寄
託
さ
れ
て
い
る
。
縮
尺
は
二
○
分
の
一
。
船
名
は
な
い
。
実
船
に
換
算
し
て
、
航
長
さ

四
五
・
六
尺
、
肩
二
五
・
五
尺
、
深
さ
九
・
四
四
尺
、
大
工
間
尺
石
数
一
○
九
三
石
で
、
帆
の

反
数
は
二
六
反
で
あ
る
。

  

本
雛
形
は
、
内
外
か
ら
み
て
船
体
構
造
が
わ
か
る
よ
う
に
、
船
体
を
中
心
線
で
縦
断
し
て
、

右
舷
部
を
取
り
除
き
、
棚
板
に
打
っ
た
包
板
を
、
適
宜
、
は
が
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
船

体
構
造
を
み
せ
る
雛
形
と
し
て
は
、
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
七
月
に
明
治
二
○
年
一

月
以
降
の
五
○
○
石
以
上
の
日
本
形
船
の
建
造
を
禁
じ
る
第
一
六
号
布
告
が
施
行
さ
れ
た

た
め
、
日
本
形
船
の
記
録
保
存
を
目
的
と
し
て
博
物
館
が
東
京
の
緒
明
造
船
所
に
製
作
さ

せ
た
東
京
国
立
博
物
館
薩
摩
形
雛
形
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
内
部
構
造
ま
で
み
せ
る
本

雛
形
の
ほ
う
が
断
然
優
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
三
の
間
船
梁
下
の
囲
板
と
伝
統
的
な
補
助
帆
は
、
本
雛
形
が
明
治
一
○
年
代
の
終
わ
り

か
ら
明
治
二
○
年
代
前
半
に
製
作
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
本
雛
形
を
旧
蔵
し
て

い
た
逓
信
総
合
博
物
館
の
前
身
は
明
治
三
五
年
に
万
国
郵
便
連
合
加
盟
二
五
周
年
を
記
念

し
て
開
設
さ
れ
た
郵
便
博
物
館
で
あ
る
か
ら
、
博
物
館
の
当
初
の
性
格
か
ら
し
て
も
、
開

館
年
代
と
雛
形
の
製
作
年
代
の
ず
れ
か
ら
み
て
も
、
本
雛
形
は
展
示
用
で
は
あ
り
え
ま
い
。

船
体
構
造
の
詳
細
を
み
せ
る
雛
形
製
作
の
目
的
が
展
示
用
で
な
い
と
す
れ
ば
、
明
治
一
八

年
の
第
一
六
号
布
告
に
よ
る
日
本
形
船
の
記
録
保
存
以
外
に
は
な
い
か
ら
、
本
雛
形
は
東

京
国
立
博
物
館
薩
摩
形
雛
形
の
同
類
と
み
て
よ
く
、
農
商
務
省
が
製
作
さ
せ
、
明
治
一
九

年
二
月
の
管
船
事
務
の
移
管
に
と
も
な
い
逓
信
省
の
有
に
帰
し
た
の
だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、

製
作
し
た
の
は
東
京
の
緒
明
造
船
所
か
も
し
れ
な
い
。
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■ 
河
野
右
近
家
八
幡
丸
雛
形

　
本
雛
形
は
越
前
河
野
村
（
福
井
県
南
条
郡
南
越
前
町
河
野
）
の
北
前
船
主
右
近
家
の
八

幡
丸
で
、
現
在
、
北
前
船
主
の
館
右
近
家
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
縮
尺
二
○
分
の
一
の
北

前
船
。
実
船
に
換
算
し
て
、
航
長
さ
五
二
・
九
尺
、
肩
二
八
・
九
尺
、
深
さ
九
・
七
尺
、
大
工

間
尺
石
数
一
四
八
三
石
で
あ
る
。
上
面
を
閉
ざ
し
た
根
棚
は
刳
出
し
の
た
め
、
実
測
で
き

な
い
深
さ
は
「
肩
ニ
四
五
掛
」
を
航
厚
さ
と
し
て
求
め
た
。
な
お
、
中
棚
よ
り
下
の
船
体

は
一
木
。

　
絵
馬
を
み
る
限
り
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
の
新
造
以
来
、
二
度
、
八
幡
丸
は
造
り

替
え
ら
れ
て
い
る
。
最
初
の
船
と
二
度
目
の
船
は
下
貫
木
の
位
置
が
違
い
、
二
度
目
の
船

と
三
度
目
の
船
は
艫
の
五
枚
筋
の
形
式
が
異
な
る
。
明
治
八
年
と
明
治
二
一
年
の
絵
馬
が

最
初
の
船
、
明
治
三
二
年
の
絵
馬
が
二
度
目
の
船
、
有
名
な
停
泊
中
の
写
真
が
三
度
目
の

船
で
あ
る
。
本
雛
形
は
明
治
三
二
年
の
絵
馬
に
合
致
す
る
の
で
、
二
度
目
の
船
で
あ
り
、

明
治
二
○
年
代
の
新
造
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
最
後
の
船
は
日
露
戦
争
中
の
明

治
三
七
年
に
ロ
シ
ア
水
雷
艇
に
撃
沈
さ
れ
た
。

　
本
雛
形
の
出
来
は
よ
い
。
問
題
は
帆
装
で
あ
る
。
河
野
村
の
社
寺
に
奉
納
さ
れ
た
絵
馬

を
調
べ
る
と
、
明
治
二
○
年
以
降
の
河
野
村
の
和
船
は
補
助
帆
と
し
て
船
首
に
ジ
ブ
、
船

尾
に
ス
パ
ン
カ
ー
を
張
る
の
が
常
で
あ
り
、
明
治
二
一
年
と
明
治
三
二
年
の
八
幡
丸
の
絵

馬
も
そ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
雛
形
の
補
助
帆
は
伝
統
的
な
弥
帆
の
み
で
あ
る
う
え
、

本
帆
の
反
数
は
明
治
三
二
年
の
絵
馬
よ
り
一
反
少
な
い
。
ど
う
み
て
も
本
雛
形
は
新
造
時

あ
る
い
は
現
役
時
の
作
で
は
な
く
、
右
近
家
の
和
船
の
中
で
最
後
ま
で
活
躍
し
た
八
幡
丸

を
記
念
し
た
後
年
の
作
と
す
べ
き
だ
ろ
う
。
船
大
工
は
右
近
家
か
ら
渡
さ
れ
た
図
面
に
従
っ

て
本
雛
形
を
作
っ
た
も
の
の
、
図
面
に
は
帆
装
が
描
か
れ
て
い
な
い
た
め
、
誤
っ
た
に
違

い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
奉
納
を
目
的
と
し
な
い
雛
形
に
は
資
料
批
判
の
要
が
あ
る
。
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■ 
東
京
大
学
明
治
丸
雛
形

　
本
雛
形
は
、
東
京
大
学
工
学
部
船
舶
工
学
科
の
所
蔵
で
、
現
在
、
船
の
科
学
館
に
寄
託

さ
れ
て
い
る
。
縮
尺
一
○
分
の
一
の
北
前
船
で
、
船
名
は
明
治
丸
。
実
船
に
換
算
し
て
、

航
長
さ
三
七
・
三
尺
、
肩
二
二
・
六
尺
、
深
さ
七
・
三
九
尺
、
大
工
間
尺
石
数
六
二
三
石
で
あ

る
。
上
面
を
閉
ざ
し
た
根
棚
は
刳
出
し
の
た
め
、
実
測
で
き
な
い
深
さ
は
「
肩
ニ
四
五
掛
」

を
航
厚
さ
と
し
て
求
め
た
。
な
お
、
中
棚
よ
り
下
の
船
体
は
一
木
。

　
本
雛
形
は
、舳
の
持
ち
が
艫
の
持
ち
よ
り
も
大
き
な
北
前
船
で
あ
る
。
明
治
三
年（
一
八
七

○
）
に
小
豆
島
土
庄
の
嶋
屋
四
郎
太
夫
を
板
元
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
木
割
書
『
船
大
工
心

得
能
本
』
が
対
象
と
し
た
の
は
本
雛
形
の
よ
う
な
北
前
船
で
あ
り
、
た
め
に
水
押
の
木
割

を
他
の
弁
才
船
の
一
割
五
分
増
し
と
定
め
た
の
も
、
本
雛
形
を
み
れ
ば
、
納
得
が
い
こ
う
。

　
本
雛
形
製
作
の
目
的
を
う
か
が
わ
せ
る
興
味
深
い
写
真
が
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
大

艦
巨
砲
時
代
の
軍
艦
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
有
名
な
平
賀
譲
が
大
学
卒
業
を
目
前
に
し
て

撮
っ
た
写
真
が
そ
れ
で
、
裏
面
に
は
「
明
治
三
十
四
年
六
月
将
に
帝
国
大
学
造
船
学
科
ノ

業
ヲ
卒
ラ
ン
ト
シ
テ
同
窓
訣
別
ノ
情
ヲ
表
ス
　
工
科
大
学
造
船
学
科
参
考
室
ニ
於
テ
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
写
真
の
左
奥
の
帆
を
張
っ
た
船
が
ま
さ
に
本
雛
形
で
あ
り
、
資
料
と
し

て
参
考
室
に
展
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
本
雛
形
の
艤
装
は
失
わ
れ
て
、

今
は
な
い
。

　
明
治
一
九
年
に
帝
国
大
学
工
科
大
学
造
船
学
科
は
工
部
大
学
校
と
東
京
大
学
工
芸
学
部

の
両
造
船
学
科
を
合
併
し
て
設
立
さ
れ
た
か
ら
、
三
校
の
い
ず
れ
か
が
本
雛
形
を
製
作
も

し
く
は
購
入
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
早
け
れ
ば
工
部
大
学
校
の
機
械
科
で
造
船
学
の

授
業
が
始
ま
る
明
治
一
三
年
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
工
部
大
学
校
の
機
械
科
か
ら
造
船
学

科
が
独
立
す
る
の
が
明
治
一
五
年
、
東
京
大
学
で
造
船
学
科
が
理
学
部
に
附
属
す
る
の
が

明
治
一
七
年
、
新
設
さ
れ
た
工
芸
学
部
に
移
る
の
が
明
治
一
八
年
で
あ
る
。
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■ 
宮
津
上
司
住
吉
神
社
雛
形

　
本
雛
形
は
、
住
吉
神
社
（
宮
津
市
字
上
司
）
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
、
か
つ
て
は
拝
殿

左
の
軒
先
に
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
た
。
縮
尺
一
○
分
の
一
の
北
前
船
。
船
名
は
な
く
、
奉

納
年
・
奉
納
者
と
も
に
不
明
で
あ
る
が
、
上
廻
り
の
様
式
か
ら
、
上
が
れ
ば
明
治
一
○
年
代
、

下
が
っ
て
も
明
治
二
○
年
代
の
奉
納
だ
ろ
う
。

　
実
船
に
換
算
し
て
、
航
長
さ
三
二
・
三
尺
、
肩
一
七
・
七
尺
、
深
さ
五
・
八
四
尺
で
、
大
工

間
尺
石
数
は
三
三
四
石
で
あ
る
。『
祈
り
の
か
た
ち
─
─
奉
納
和
船
─
─
』
に
よ
る
と
、
本

雛
形
に
は
縦
一
三
四
セ
ン
チ
、
横
一
一
五
セ
ン
チ
の
木
綿
帆
が
つ
い
て
お
り
、
一
反
の
幅

は
七
セ
ン
チ
で
反
数
は
一
六
反
と
い
う
。
帆
幅
か
ら
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
帆
は
二
・
七
尺
幅

の
刺
帆
で
は
な
く
、
二
・
五
尺
幅
の
織
帆
で
あ
り
、
肩
一
尺
に
付
帆
一
反
と
い
う
織
帆
の
標

準
的
な
木
割
か
ら
す
れ
ば
、
本
雛
形
の
反
数
は
二
反
少
な
い
。

　
本
雛
形
の
出
来
は
よ
く
、
蹴
上
船
梁
上
の
艫
矢
倉
の
矢
倉
板
に
煙
抜
き
ま
で
作
っ
て
い

る
。
本
雛
形
で
重
要
な
の
は
伝
馬
込
で
あ
る
。
右
舷
の
伝
馬
込
を
み
る
と
、
矧
付
と
垣
立

に
開
口
部
が
な
く
、
本
雛
形
が
伝
馬
船
を
合
羽
上
に
常
置
し
て
い
た
こ
と
は
一
目
瞭
然
で

あ
る
。
し
か
し
、左
舷
の
伝
馬
込
を
み
る
と
、矧
付
は
明
治
時
代
の
北
前
船
に
し
て
は
低
く
、

伝
馬
船
の
搭
載
に
不
都
合
は
な
い
。
も
し
河
野
右
近
家
八
幡
丸
雛
形
の
よ
う
に
矧
付
が
舳

の
垣
立
の
雨
押
の
上
端
と
面
一
で
あ
れ
ば
、
伝
馬
込
へ
の
伝
馬
船
の
搭
載
は
無
理
だ
か
ら
、

合
羽
上
の
常
置
も
納
得
が
ゆ
く
が
、
そ
う
で
は
な
い
の
で
、
伝
馬
船
を
合
羽
上
に
常
置
し

た
た
め
、
右
舷
の
伝
馬
込
を
閉
じ
た
と
知
れ
よ
う
。
左
舷
で
は
な
く
、
右
舷
を
閉
じ
た
理

由
に
つ
い
て
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
右
舷
は
造
船
儀
礼
以
外
に
は
使
わ
ず
、
荷
役
や
乗
組

員
の
昇
降
に
は
左
舷
を
用
い
る
、
と
い
う
桃
木
武
平
説
に
従
う
他
は
な
い
。
本
雛
形
の
伝

馬
込
は
、
伝
統
的
な
船
の
運
用
術
が
明
治
時
代
に
入
っ
て
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
。
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■ 
東
京
国
立
博
物
館
武
蔵
丸
雛
形

　
本
雛
形
は
東
京
国
立
博
物
館
の
所
蔵
で
、
現
在
は
船
の
科
学
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。

縮
尺
一
○
分
の
一
の
北
前
船
。
船
名
は
武
蔵
丸
で
、
製
作
年
・
製
作
目
的
と
も
に
不
明
。

実
船
に
換
算
し
て
、
航
長
さ
四
二
・
一
尺
、
肩
二
○
・
○
尺
、
深
さ
六
・
七
七
尺
で
、
大
工

間
尺
石
数
は
五
七
○
石
で
あ
る
。

　
様
式
編
年
上
、
本
雛
形
で
重
要
な
の
は
舳
の
垣
立
で
あ
る
。
北
前
船
の
特
徴
の
一
つ
で

あ
る
二
重
垣
立
と
一
体
化
し
た
舳
の
垣
立
に
は
次
の
三
つ
の
形
式
が
あ
り
、
第
一
、
第
二
、

第
三
の
順
で
出
現
す
る
。
二
重
垣
立
の
立
を
兼
ね
る
舳
の
垣
立
の
立
が
舳
の
垣
立
の
雨
押

を
貫
通
す
る
の
が
第
一
、
兼
用
立
が
貫
通
す
る
雨
押
を
上
筋
で
代
用
す
る
の
が
第
二
、二
重

垣
立
の
舳
の
立
が
伝
馬
込
舳
一
番
立
並
み
の
太
さ
に
な
り
、
い
わ
ば
二
重
垣
立
舳
一
番
立

と
し
て
顕
在
化
し
て
、
舳
の
垣
立
が
伝
馬
船
を
乗
せ
る
低
い
垣
立
と
そ
れ
に
続
く
高
い
垣

立
に
二
分
さ
れ
る
の
が
第
三
で
あ
る
。
本
雛
形
は
第
三
で
、
第
三
の
例
と
し
て
は
他
に
中

村
家
の
安
静
丸
と
南
伊
豆
で
建
造
中
の
弁
才
船
を
撮
っ
た
写
真
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
本
雛
形
の
製
作
年
代
の
推
定
に
は
、
安
静
丸
の
写
真
、
上
中
五
尺
以
下
を
造
り
付
け
た

五
尺
、
三
の
間
船
梁
か
ら
床
船
梁
ま
で
を
詰
め
た
台
間
が
手
掛
か
り
と
な
る
。
安
静
丸
の

撮
影
場
所
と
さ
れ
る
大
阪
の
比
石
造
船
所
は
明
治
二
三
年
（
一
八
九
○
）
の
設
立
で
あ
る

こ
と
、
本
来
、
空
船
時
に
碇
の
操
作
が
し
や
す
い
よ
う
に
取
り
外
す
五
尺
の
固
定
化
は
幕

末
に
始
ま
り
、
明
治
二
七
年
の
鳴
門
桑
島
八
幡
神
社
雛
形
は
五
尺
全
体
を
造
り
付
け
て
い

る
こ
と
、
台
間
を
詰
め
た
船
は
パ
リ
の
図
面
集
に
載
る
明
治
二
一
年
の
一
五
〇
〇
石
積
廻

船
を
も
っ
て
嚆
矢
と
し
、
明
治
二
七
年
の
鳴
門
桑
島
八
幡
神
社
雛
形
は
二
番
船
梁
か
ら
床

船
梁
ま
で
の
台
間
を
完
全
に
詰
め
て
い
る
こ
と
、
以
上
を
勘
案
す
る
と
、
本
雛
形
は
明
治

二
○
年
代
以
降
の
製
作
と
推
定
す
る
の
が
無
難
な
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。



155



156

側
面
図
（
縮
尺
1
/1
0
）

0
1
尺

2
尺



157
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■ 
鳴
門
桑
島
八
幡
神
社
雛
形

　
本
雛
形
は
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
に
桑
島
八
幡
神
社
（
鳴
門
市
大
桑
島
）
に
奉
納

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
縮
尺
は
一
○
分
の
一
、
船
名
は
な
く
、
左
右
両
舷
の
中
棚
に
次
の

墨
書
銘
が
あ
る
。

　
　
奉
　
明
治
廿
七
年
甲
午
八
月
吉
祥
日
　

　
　
献
　
濘
岩
　
西
谷
儀
平

　
実
船
に
換
算
し
て
、
龍
骨
長
さ
四
五
・
○
尺
、
肩
二
四
・
六
尺
、
深
さ
八
・
四
五
尺
で
あ
る
。

本
雛
形
は
一
見
す
る
と
、
舵
を
洋
式
化
し
た
弁
才
船
に
思
え
よ
う
が
、
鳴
門
金
刀
比
羅
神

社
雛
形
と
同
じ
新
型
の
弁
才
船
で
あ
り
、
大
工
間
尺
石
数
に
は
意
味
が
な
い
。

　
本
雛
形
で
注
目
す
べ
き
は
、新
型
の
船
体
、二
番
船
梁
か
ら
淦
間
船
梁
に
至
る
長
い
合
羽
、

造
り
付
け
の
五
尺
、ま
っ
た
く
の
形
式
と
化
し
た
垣
立
で
あ
る
。
本
雛
形
は
、船
体
に
せ
よ
、

上
廻
り
に
せ
よ
、
明
治
時
代
の
弁
才
船
が
短
期
間
の
内
に
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
た
こ
と
を

直
截
に
物
語
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
伊
豆
で
建
造
中
の
姿
を
写
真
に
と
ど
め
る
弁
才
船

も
五
尺
が
造
り
付
け
で
、
合
羽
が
長
い
。

　
明
治
二
○
年
に
日
本
工
学
会
で
福
地
文
一
郎
が
最
も
簡
単
な
構
造
と
紹
介
し
た
二
檣
の

ス
ク
ー
ナ
ー
帆
装
の
合
の
子
船
と
本
雛
形
を
比
べ
て
み
る
と
、
帆
装
を
別
に
す
れ
ば
、
五

尺
以
外
に
船
体
に
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
明
治
政
府
は
、
管
船
政
策
上
、
船
舶
を
西
洋

形
船
と
日
本
形
船
に
二
分
し
、
明
治
二
九
年
ま
で
は
一
時
的
な
税
制
上
の
措
置
を
除
い
て

合
の
子
船
を
日
本
形
と
し
て
取
り
扱
っ
た
が
、
明
治
三
○
年
以
降
は
一
部
の
合
の
子
船
を

西
洋
形
に
編
入
し
た
。
船
体
は
同
じ
で
も
、
福
地
の
紹
介
し
た
二
檣
の
ス
ク
ー
ナ
ー
帆
装

の
合
の
子
船
は
西
洋
形
に
編
入
さ
れ
た
の
に
、
本
雛
形
の
よ
う
な
船
は
日
本
形
に
と
ど
め

ら
れ
た
。
伝
統
的
な
横
帆
単
檣
船
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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■ 
鳴
門
金
刀
比
羅
神
社
雛
形

　
本
雛
形
は
、
金
刀
比
羅
宮
（
鳴
門
市
撫
養
町
）
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
縮
尺
は

一
○
分
の
一
。
船
名
は
な
く
、奉
納
年
・
奉
納
者
と
も
に
不
明
で
あ
る
。
な
お
、『
阿
波
の
船
』

に
よ
れ
ば
、
明
治
二
三
年
奉
納
の
伝
承
が
あ
る
と
い
う
。

　
実
船
に
換
算
し
て
、
龍
骨
長
さ
七
四
・
○
尺
、
肩
二
四
・
六
尺
、
深
さ
八
・
四
五
尺
で
あ

る
。
一
見
す
る
と
、本
雛
形
は
舵
を
洋
式
化
し
た
弁
才
船
に
思
え
よ
う
が
、そ
う
で
は
な
い
。

船
底
材
は
胴
航
と
艫
航
よ
り
成
る
伝
統
的
な
航
で
は
な
く
、
中
央
部
が
ふ
く
ら
ん
だ
龍
骨

で
あ
り
、
そ
れ
に
根
棚
の
形
状
に
な
る
よ
う
に
材
を
接
ぎ
合
わ
せ
て
棚
板
を
取
り
付
け
た

い
わ
ば
新
型
の
弁
才
船
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
船
型
が
異
な
る
た
め
、
大
工
間
尺
石
数

を
算
出
し
て
も
意
味
が
な
い
。
新
型
の
弁
才
船
は
、遅
く
も
明
治
二
○
年
に
出
現
し
て
い
る
。

こ
の
年
に
日
本
工
学
会
で
合
の
子
船
に
つ
い
て
演
説
し
た
福
地
文
一
郎
が
最
も
簡
単
な
構

造
と
紹
介
し
た
二
檣
の
ス
ク
ー
ナ
ー
帆
装
の
合
の
子
船
の
船
体
が
、
ま
さ
に
新
型
の
弁
才

船
と
同
じ
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
本
雛
形
の
出
来
は
よ
い
。
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
の
小
豆
島
の
岡
上
銀
衛
船
の
板

図
と
同
年
の
三
国
の
「
三
代
魚
谷
佐
吉
所
有
蛭
子
丸
設
計
図
」
の
よ
う
な
新
型
の
弁
才
船

の
図
面
が
読
み
解
け
る
の
も
、
本
雛
形
と
鳴
門
桑
島
八
幡
神
社
雛
形
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ

る
。
た
だ
一
つ
残
念
な
の
は
、
舵
柄
が
つ
い
て
い
な
い
た
め
、
艫
屋
倉
の
中
で
ど
の
よ
う

に
操
舵
し
た
か
が
今
ひ
と
つ
わ
か
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
弁
才
船
の
帆
柱
は
起
倒
式
で
あ

る
が
、
新
型
の
弁
才
船
の
中
に
は
帆
柱
を
固
定
し
た
船
が
あ
り
、
艫
車
立
が
な
い
。
両
雛

形
と
蛭
子
丸
の
帆
柱
は
固
定
式
、
岡
上
銀
衛
船
の
帆
柱
は
起
倒
式
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

艫
車
立
は
歩
桁
を
貫
通
し
て
床
船
梁
の
上
に
立
て
た
一
対
の
立
で
、
倒
し
た
帆
柱
を
受
け

る
と
と
も
に
舵
を
保
持
す
る
機
能
が
あ
る
。
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慶 応 元 年
の 讃 岐 金
刀 比 羅 宮
金 比 羅 丸
雛形

東 京 国 立
博 物 館 薩
摩形雛形

佐 賀 大 堂
神社雛形

鉄 道 博 物
館雛形

河 野 右 近
家 八 幡 丸
雛形

東 京 大 学
明 治 丸 雛
形

宮 津 上 司
住 吉 神 社
雛形

東 京 国 立
博 物 館 武
蔵丸雛形

鳴 門 桑 島
八 幡 神 社
雛形

鳴 門 金 刀
比 羅 神 社
雛形

尺

69.0
尺

94.1
尺

104.1
尺

96.3
尺

127.1
尺

94.2
尺

74.2
尺

85.5
尺

149.6
尺

108.9
尺

58.1
尺

75.2
尺

87.0
尺

75.6
尺

102.6
尺

75.9
尺

60.9
尺

67.8
尺

102.7
尺

93.0
尺

37.1
尺

45.0
尺

48.8
尺

45.6
尺

52.9
尺

37.3
尺

32.3
尺

42.1
尺

86.4
尺

74.0
尺

18.6
尺

24.6
尺

28.1
尺

25.5
尺

28.9
尺

22.6
尺

17.7
尺

20.0
尺

28.4
尺

24.6
尺

5.18
尺

8.45
尺

8.65
尺

9.44
尺

9.70
尺

7.39
尺

5.84
尺

6.77
尺

9.90
尺

7.39
石

357
石

934
石

1,186
石

1,093
石

1,483
石

623
石

334
石

570
石

－
石

－
尺

0.8
尺

0.9
尺

1.2
尺

0.9
尺

1.4
尺

1.0
尺

0.8
尺

0.9
尺

1.5
尺

1.1
尺

3.3
尺

4.6
尺

4.2
尺

4.7
尺

6.4
尺

4.2
尺

3.6
尺

6.7
尺

5.3
尺

5.6
尺

5.3
尺

7.0
尺

6.7
尺

7.0
尺

9.2
尺

6.3
尺

5.3
尺

6.7
尺

8.2
尺

5.7
尺

5.4
尺

4.3
尺

6.5
尺

3.7
尺

9.0
尺

8.2
尺

4.6
尺

6.1
尺

4.4
尺

6.6
尺

5.3
尺

6.8
尺

7.8
尺

5.9
尺

8.1
尺

6.7
尺

5.6
尺

6.9
尺

5.9
尺

6.9
寸

8.1
寸

8.1
寸

8.3
寸

8.3
寸

8.7
寸

8.5
寸

8.5
寸

8.1
寸

7.7
寸

8.1
寸

5.3
寸

6.2
寸

5.9
寸

6.1
寸

6.7
寸

6.5
寸

6.5
寸

5.8
寸

－
寸

－
寸

6.5
寸

4.3
寸

4.4
寸

3.8
寸

4.0
寸

2.0
寸

2.7
寸

2.9
寸

0.0
寸

1.1
寸

9.8
寸

9.6
寸

9.5
寸

9.8
寸

9.8
寸

9.8
寸

9.4
寸

9.8
寸

9.4
寸

9.6
寸

5.4
寸

4.7
寸

3.0
寸

4.5
寸

2.6
寸

1.8
寸

1.5
寸

2.0
寸

2.1
寸

1.9

2.0 1.8 1.7 1.8 1.8 1.6 1.8 2.1 3.0 3.0

0.50 0.55 0.57 0.56 0.55 0.61 0.55 0.47 0.33 0.33

0.28 0.34 0.31 0.37 0.34 0.33 0.33 0.34 0.35 0.30
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雛形寸法表（実船換算）

 雛形名

寛 政 8 年
の 讃 岐 金
刀 比 羅 宮
金 比 羅 丸
雛形

讃 岐 金 刀
比 羅 宮 民
吉丸雛形

佐 柳 島 八
幡 神 社 雛
形

相 良 大 江
八 幡 宮 八
幡丸雛形

喜 多 浦 大
神 八 幡 神
社雛形

小 浜 若 狭
彦 神 社 雛
形

西 神 崎 湊
十 二 社 大
弊丸雛形

丹 後 溝 谷
神社雛形

嘉 永 5 年
の 西 神 崎
湊 十 二 社
雛形

 全長　　　L
尺

91.0
尺

78.0
尺

75.0
尺

74.1
尺

79.7
尺

101.5
尺

121.1
尺

91.9
尺

98.2

 上口長さ
尺

73.5
尺

62.8
尺

60.3
尺

60.9
尺

65.6
尺

85.0
尺

100.6
尺

77.6
尺

78.2

 航長さ　　ℓ
尺

45.9
尺

38.2
尺

37.8
尺

39.1
尺

39.1
尺

48.5
尺

59.1
尺

53.5
尺

48.1

 肩　　　　B
尺

20.9
尺

17.4
尺

18.4
尺

18.5
尺

20.0
尺

25.6
尺

27.9
尺

25.0
尺

25.0

 上深さ　　DT

尺

7.39
尺

5.54
尺

7.10
尺

5.64
尺

6.44
尺

9.25
尺

9.00
尺

8.45
尺

7.36

 大工間尺
石

708
石

369
石

495
石

408
石

503
石

1,149
石

1,484
石

1,128
石

885

 台の厚さ
尺

0.9
尺

0.8
尺

0.7
尺

0.7
尺

0.7
尺

1.1
尺

0.9
尺

0.9
尺

1.2

 舳の垣立の高さ
尺

3.1
尺

2.7
尺

2.7
尺

3.0
尺

2.8
尺

3.2
尺

4.1
尺

4.1
尺

4.8

 艫の垣立の高さ
尺

5.4
尺

4.6
尺

5.0
尺

5.0
尺

4.8
尺

6.1
尺

7.3
尺

6.5
尺

7.5

 舳の持
尺

2.3
尺

3.4
尺

2.3
尺

2.1
尺

2.8
尺

4.2
尺

5.6
尺

3.7
尺

4.2

 艫の持
尺

3.7
尺

4.2
尺

4.0
尺

4.5
尺

4.4
尺

5.4
尺

5.0
尺

5.2
尺

6.9

 水押の開き
寸

8.5
寸

8.7
寸

8.5
寸

8.5
寸

8.6
寸

8.6
寸

8.6
寸

8.1
寸

8.6

 戸立の開き
寸

6.5
寸

6.5
寸

5.6
寸

6.8
寸

6.3
寸

5.6
寸

7.7
寸

5.1
寸

5.9

 根棚の開き
寸

5.6
寸

5.8
寸

3.8
寸

6.3
寸

2.7
寸

3.4
寸

5.4
寸

8.8
寸

3.0

 中棚の開き
寸

9.3
寸

9.6
寸

9.6
寸

9.5
寸

9.2
寸

9.5
寸

9.6
寸

9.2
寸

9.4

 上棚の開き
寸

3.0
寸

2.7
寸

2.8
寸

0.8
寸

5.3
寸

3.3
寸

2.7
寸

2.5
寸

2.4

 ℓ／ B 2.2 2.2 2.0 2.1 2.0 1.9 2.1 2.1 1.9

 B/ℓ 0.46 0.46 0.49 0.47 0.51 0.53 0.47 0.47 0.52

 DT/B 0.35 0.32 0.38 0.31 0.32 0.36 0.32 0.34 0.29
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調
査
し
た
そ
の
他
の
雛
形

広峯神社雛形

久美浜蛭子神社雛形
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玉名外嶋住吉神社雛形

徳島住吉神社雛形
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参
考
文
献

○
著
作

　
石
井
謙
治
『
図
説
和
船
史
話
』（
至
誠
堂
、
一
九
八
三
年
）

　
石
井
謙
治
『
和
船
』
一
・
二
（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
五
年
）

　
石
井
謙
治
・
安
達
裕
之
『
船
絵
馬
入
門
』（
船
の
科
学
館
、
二
○
○
四
年
）

　
中
村
福
司
『
東
遠
の
港
と
御
船
神
事
』（
書
店
「
史
学
」、
一
九
七
七
年
）

　『
瀬
戸
内
の
海
上
信
仰
調
査
報
告
（
東
部
地
域
）』（
瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館
、
一
九
七
九
年
）

　『
瀬
戸
内
の
海
上
信
仰
調
査
報
告
（
西
部
地
域
）』（
瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館
、
一
九
八
○
年
）

　『
金
毘
羅
宮
庶
民
信
仰
資
料
集
』
第
一
卷
（
金
刀
比
羅
宮
社
務
所
、
一
九
八
二
年
）

　『
祈
り
の
か
た
ち―

奉
納
和
船―

』（
特
別
陳
列
図
録
一
五
、
京
都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
館
、
一
九
八
四
年
）

　『
阿
波
の
船
』（
徳
島
県
郷
土
文
化
会
館
、
一
九
八
五
年
）

　『
海
へ
の
祈
り
』（
河
野
村
産
業
観
光
課
、
一
九
九
一
年
）

　『
特
別
展
　
船
と
信
仰
』（
福
井
県
立
若
狭
歴
史
民
俗
資
料
館
、
一
九
九
二
年
）

　『
文
化
庁
「
歴
史
の
道
百
選
」
選
定
記
念
　
企
画
展
　
川
と
港
展
』（
玉
名
市
立
歴
史
博
物
館
こ
こ
ろ
ピ
ア
、
一
九
九
七
年
）

　『
平
賀
譲―

名
軍
艦
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
足
跡
を
た
ど
る―

』（
呉
市
海
事
歴
史
科
学
館
、
二
○
○
八
年
）

○
論
文

　
安
達
裕
之
「
国
立
国
会
図
書
館
蔵
「
千
石
積
菱
垣
廻
船
二
拾
分
一
図
」
に
つ
い
て
」（
石
井
謙
治
編
『
日
本
海
事
史
の
諸
問
題
』

船
舶
編
、
文
献
出
版
、
一
九
九
五
年
）

　
安
達
裕
之
「
合
の
子
船
考
」（『
海
事
史
研
究
』
第
六
七
号
、
二
○
一
○
年
一
二
月
）

　
石
井
謙
治
「
北
国
地
方
に
お
け
る
廻
船
の
発
達―

と
く
に
ハ
ガ
セ
船
・
北
国
船
・
弁
才
船
に
つ
い
て―

」（
福
井
県
立
図
書
館
他

編
『
日
本
海
海
運
史
の
研
究
』
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
、
一
九
六
七
年
）

　
石
井
謙
治
「
表
菱
垣
廻
船
金
毘
羅
丸
模
型
」（『
海
事
史
研
究
』
第
二
五
号
、
一
九
七
五
年
一
○
月
）

　
石
井
謙
治
「
表
菱
垣
廻
船
模
型
」（『
海
事
史
研
究
』
第
三
四
号
、
一
九
八
○
年
四
月
）

　
石
井
謙
治
「
足
洗
い
を
最
初
に
つ
け
た
弁
才
船
模
型
」（『
海
事
史
研
究
』
第
四
三
号
、
一
九
八
六
年
六
月
）



171

　
石
井
謙
治
「
西
洋
式
舵
を
装
備
し
た
初
期
形
合
の
子
船
の
模
型
」（『
海
事
史
研
究
』
第
五
二
号
、
一
九
九
五
年
七
月
）

　
石
井
謙
治
「
享
和
二
年
の
弁
才
船
模
型
」（『
海
事
史
研
究
』
第
五
四
号
、
一
九
九
七
年
九
月
）

○
史
料

　『
帆
船
造
作
寸
法
書
』・『
廻
船
寸
法
割
方
控
』・『
船
作
法
覚
日
記
』（『
海
事
史
料
叢
書
』
第
九
巻
）

　『
弐
拾
石
よ
り
大
船
迄
之
積
用
』（
長
崎
県
立
図
書
館
蔵
黒
岩
家
文
書
）

　『
船
大
工
心
得
能
本
』（
慶
應
義
塾
図
書
館
）

　『
席
船
諸
名
集
図
解
』（
琴
平
海
洋
会
館
）

　『
今
西
氏
家
舶
縄
墨
私
記
』（『
日
本
庶
民
生
活
資
料
集
成
』
第
一
○
巻
）

　
桃
木
武
平
「
菱
垣
廻
船
歓
晃
丸
図
解
略
説
」（『
大
阪
市
史
』
第
五
）

　『
大
和
形
船
製
造
寸
法
書
』（
逓
信
省
管
船
局
、
一
九
○
二
年
）



著者略歴
安達　裕之（あだち　ひろゆき）
1947 年、大阪生まれ。東京大学大学院総合文化研究科教授。工学博士。

著書に「異様の船－洋式船導入と鎖国体制－」（平凡社、1995 年）、「日本

の船　和船編」（船の科学館、1998 年）、「船の科学館叢書５　雛形からみ

た弁才船　上」（船の科学館、2005 年）などがある。

船の科学館叢書６

雛形からみた弁才船　下
2011 年 8 月　初版発行

著　　　者　安 達 裕 之
発　行　者　森 田 文 憲
発　行　所　船の科学館
　　　　　　〒 135-8587　東京都品川区東八潮３番１号
　　　　　　電話 03（5500）1113　FAX03（5500）1190
　　　　　　URL http：//www.funenokagakukan.or.jp
印刷／製本　社会福祉法人　恩賜財団　東京都同胞援護会事業局

ⓒ 安達裕之、2011

ISBN4-902754-05-3

本叢書はボートレースの交付金による日本財団の助成金を受けて作成し
ました




